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遠く離れたふたつの国を結ぶ中世 21
かには、若い方もいます。彼らが一連の知識や討論の過程、テーマを思い
出させてくれるのは、私にとっては好ましいことです。そしてこういうこ
とをするのは、なにかを祝うためではなく、物事の成り行きを記憶にとど
めるため、この協力関係を、ヨーロッパやイタリアの中世を扱うイタリア
人や日本人研究者の関わりという、より一般的な枠組みにおさめるため、
そして草創期から将来の発展した状態を思い描くためなのです。
ここまでお話しした人間関係の特性は、経済倫理史や女性史、食物史、
総合的な言い方をすれば、社会史や心性史と結びつくものであることがお
わかりいただけるでしょう。経済史や星野先生の貢献が絶対的なものだと
いうわけではありませんが、すべてはそこから始まりました。この特性の
おかげで、研究者同士が知り合い、論考が書かれ、翻訳が出版され、さま
ざまなイニシアチブが生まれて、イタリア人と日本人との関係は強固なも
のとなったのです。大切なのは、私たちがこの関心を維持し、発展させ、
中世の文化と食料供給の中心にいる多くの若者たちに引き継がせることで
す。ボローニャ大学は世界最古の大学であり、食物と関わりをもっていま
す。というのもボローニャの街は、大学が要求するだけの食料を生産しな
ければならず、この分野での人脈と経験のネットワークをつくりあげるこ
とができたからです。こうして食物は、街を特徴づけるものとなりまし
た。私たちは文化や食物、そして女性の中世についても話してきました。
傑出した女性クリスティーヌ・ド・ピザンの父は、まさにこのボローニャ
大学で教鞭をとり、その知識がここに息づいています。
日伊国交樹立150周年にあたり、ボローニャ大学、特に本学の中世研究
者が日本の仲間たちとともに3、40年かけて創りあげ、維持し、そして活
性化した関係の歴史を再構成しなければならないと私は考えています。彼
らは、互いの繋がりができた当初や、他大学─例えばミラノ大学、それ
もジョルジョ・キットリーニ先生の周辺─で扱われているのとは異なる
テーマに興味をもっています。この関わりから、イタリアでも日本でも、
歴史的な好奇心が、生活や風俗、コミュニケーション、モードへと広がっ
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ていきました。しかし私たちがすべきことはまだ残されており、さらに多
く、そしてよりよく、他のテーマや世代、街を取り入れていかなければな
らないのです。日本人研究者にとっては、ボローニャはここ3、40年のあ
いだに、いわば「発見」された街です。中世は遥か昔ではありますが、多
くの成果をあげている研究者たちが一堂に会する機会を与えてくれまし
た。今回の討論の折に、新しいイニシアチブが誕生することを、私は期待
しています。
